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前処理命令の制御構造とその構造内
のコード改変に関する調査 

• これまでの研究においてどのような前処理構
造がプログラムの保守に影響を与えているの
かはわからない 

 

• 今回は前処理構造とコード改変にどのような
影響があるのか分析する 
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• OSSを対象に調べたところ改変構造が高いも

のは分岐命令を複数含んでいることがわかっ
た 

 

• また、改変に関連する前処理条件の集合のう
ち頻出するものは複数の全体構造に含まれ
ていることが理解できた 



LSHアルゴリズムを利用した類似コードの検索 

 

• ソフトウェア開発においてコードの再利用は
頻繁におこなわれている 

 

• そして元のコードを変更した際に再利用した
コードを高速で見つけたい 
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• その手法としてLSHアルゴリズムをもちいた検索
方法を提案した 

 

• その結果200ファイル中92%の精度で検出するこ
とができた 

 

• 4ファイルで検索時間を測定したところ各ファイル
ともに1秒以内で検索ができた 



動的スライスを用いたバグ修正前後の
実行系列の差分検出法の提案 

• 現在のソフトウェアのテストはカバレッジ（テス
ト範囲）を決めて行っているのでその範囲を
超えたバグを発見するのが難しい 

 

• 修正前と修正後においてプログラムの処理
がどのように変更されたのかを知りたい 
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• その手法としてプログラム前後の動的スライ
スを比較して変更の履歴をみる方法を提案 

 

• それにより１０個のOSSのバグに対して８つの
ものの修正前後の比較ができた 

 

• しかしメモリ不足や記録対象外の抽出はでき
なかったので改善の必要がある 


